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　．．一X　s．　，

　　　　　　　くめ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ビりいれ

アトラスの女ら純Cアヂス肋備嚥牧蹴はじめよ一三
まむとする頃蹴作をはじめよ・四一ゆ夜鑑徽らは1駄・1，

めぐるにつれ，またも現はる．　その時はまつ鎌をとぐべし．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　これ

野の躍り・勲瀧く碓まへる者ら・智ろく激りも遠鋤
かなる榔・勧ひ・山のかびにfl三まへる者らの提なり・もし・h
　　　　　　　　　ヨ　ぢ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　しいじ　　　　　　このみ
メ1テlnの羅を季節をた恥欄まむと思ひ・塒それぞれ纏

りを早めむ爲めには訊ぬぎて播き・勲ぎて鞭レ肌礎て刈る

べきなり．（383－93）

（1）備（雨脚約噛巳）この手隙五臨め賜れり・（・）＋’一E。

・輸の鋤・、・きる勲・ろへ全倉旨のズ・ ?A顎の晦
ip給ひて，　Akの肌嘘も慶よ醐㎜そはこ嚇セ・・オ・の

光生まれ貧しき人紛卿比叡脳）．9．まのみ過現大一

興の蕪かかればなり・’一”’やがて木の勲’彌ふり・芽鑓叫

N“まる時は・斧もて伐る梱q俵つくこと・ひとも少し・・の暁忘

れす木を伐るべし．このわざの季節なればなり．（415一一23）

　（1）十月．　（2）シリウzのこミ．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　リ
ズ・一　“7ス1剛冬至の二六＋の冬のElを勧給賦ア・レ外・1。．
　　　　　　　　　　　　　　　　たそがれ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

聖なるオけアノスの流れをはなれ・・黄融づ髄の臨べし．捗

れにつぎて，金励聲に泣くパンデオ・の女つばくらめ，恥じまる

頃しも人にまみゆベレ徽來らざる先㌦，荷摘の凝・・なふべ

し・　そのいとよき時なればなり・　されど家を負へるもの，プレァ
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ヂスをのがれて地より葡萄の樹にのぼらぱ，早や葡萄島を堀りおとす

　　　　　　　　　　　　やつこ虚飾にあらす．鎌をとぎ，奴隷どもを目ざますべきなり．（564・一76）

　（Dヘシオドに始めて出づ（ホメ1・スi：て（t，ボオ1テス）・；の星當鷲拳

　に二月より三月の黄昏に昇れv）．（2）蝸牛のこS．季節は五月iPtl“fle示ぜ

　9，

　　　　ホ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　きりぎりず　　　　　　　　　　　　　　　　　　はは

されど，スコリュモスの花喚き，蜷野木にとまり鳴きて，翼の下より

鎗き瀞こたえす降りそ～ぐ，たゆけき暑勲の候ともならば，山羊は肥

え，酒は若きはめてよろし，女牟ちはいとみだらなれど，男たちはい

　　　　　　　　　　　　　　かうべ　　　　　　　　や
と力なし．　とれセイリオス，頭と膝とを焦き，肌は暑さのため乾か

らべばなり．　されど，その時は木蔭の岩をもとめて，ビブリスの酒

と凝乳と，山羊の乳を飲み，また森に飼ひて仔を生みしことなき牝牛

と，山羊の幼仔の肉を喰ふべし．（582－93）

　eア1テイチヨ馨ク（きくいも）の二t，六月花ilAけvJ・

　　　　　　　　　　　　　　　　　やつこホ

蝿きオアリオ1ン初めて現はるS時，奴隷らに：，野天なる挙たき萎こ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ひ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ
き場にて，ヂiメ1テ1ルの型なる小萎を簸らしめ，つぎてそれを量

｝ノ，i甕に貯ふべし．（597－gg）

　管オリオンの希臆名．當口芋は七月初めて昇れり．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の　　　　　　しのレめ　　　　　　　　　　　　　　　　なかみらされど，オアリオ1ンとセィリオス中野に來り，ばら色の黎明にアル

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　き
クトウ1・スを見なぱ，ぺ1ルセスよ，葡萄の房をみな勤て，蓮び

陥べし．咲きらす・・鞘犠ρぎて上嫌ふ・と畑目に，

デュオニユ1ソスのこの樂しき購物を器に：しぼり入るべし．　されど

㌦イアヂス，。。アデス，強きオアリオ1ン沈みはじめなば，時を

うつさす鋤とることを忘れまじ．かくして，果てたる年はた讐しく大

地の下に移りゆくなり．（609－17）

　（1）九月の頃．　（2）以下十月末たいへvJ　，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔202頁へ績く〕
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轟恥辱雛紫蒲御壷蹴ぼ脅馨㍊篤
轍立を計乱糊50蜘竃櫃㈱ヒも¢）　tt　！lt絶したの二念であっt，．

必ずや近き將來にかうした天．文憂が績々設立されて然る可しと想ふ

吾人は卿本轍堺の現髄窮しく知らねばなら朗闘う｝1鱗

たす姻からのみ洲を得てみる日本天文儲馳加楴叡喬晦搬

インタけシヨナル剛伽羅も持つので茄綱劇黍勤後・賑

四獣襟野瓢欝堂綴驚糊糊噸
吾人の欝敵爲し得る1聰i地創る・プラネタリウムを掴〔に作鰍、．

つである沽轍天思想に魏副ミ献那人は想像J”・　．　E　t・こ彊く考へ・・忠

ふ・肢親靴徽つll　1・zi：云ふま嚇回蝋焔ド砒ては糠鞠

の蝋腺もあらうし・脚）新11繊鯛と嚇1：呉鯛1馴せ・の鞠
民衆に豫期しない興味を湧かせる事ともたらう．

要は燗蝋纈，川び蹴：・1蝋溺三瀬ノW茸である・グ・・ゴ・の。

ッカ1氏は“一国に48撫し力漕鏡面”撤碑ら醐醗・職努
力をっy“けてるるではないか．

〔，。，頁、噸く〕　　曹　”…｝　“軌四漸一＼＼
　ぬ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　あし

プレイアデス・オアリ刺ン曝効をのがれす．r　2，蹴つif’iにとび

二二は，もろもろの嵐鱒へて荒田 ﾋり・さあらば一暁沸き

たつ海に艦と罪す，わが言・ζ・ごとく，髄1榊すご捷思ひ出づ

ベレ二三こ引きあげ・しめオ1る脚）嚇あてざるやう・めぐb

　を隙なく石もて園み・空よりの雨に濡れざるやう舟舵この擾を扱くべ

　し．　（619一一一23）

　　N＋月＊Xは＋一一一　H初めか言へり．


